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Al2O3 + 3C + N2 → 2AlN + 3CO (2) 
AlN → Al + 1/2N2 (3) 
 













AC/[X]wt%Metal(X=0,10,30,60)，3.6 g)を用いた．γAl2O3と AC/[X]wt%Metalの質量比は 1：2であ







Experiment time [hr] 6
Sample mass [g] 1.2
Mass ratio [γAl2O3 ：AC/[X]wt%Metal] 1：2




























を用いない条件とほぼ変わらないか，むしろ下がる傾向があった．Niは Feや Co と似た反応促進
効果を有する物質であるが，本実験ではFeおよびCo添加系とピーク強度比に大きな差が生じた．
これは各種添加物には触媒効果を発揮するために適した温度帯が存在し，Feおよび Coではその









 次に，ピーク強度比が最も高かった AC/10wt%Fe条件における AlN 転化率を検量線から評価し
た．図３に AlN およびαAl2O3混合物中の AlN 濃度ごとの XRD ピーク強度比の関係を表した検量
線を示す．図より，AC/10wt%Fe 条件での AlN 転化率は約 80 %であった．そのため，本実験条件
ではγAl2O3の約 80 %を AlNに変化可能であった．Al2O3の炭素還元窒化反応では，高熱伝導性を
有する高性能な基板の原料となる高純度微細 AlN粉末の獲得に向けて，反応促進剤および焼結助


























も SUS304 とし，金属タンク内面および金属ベーン表面にシリカコーティングを施した． 
 
 
                                             TYPE-A                 TYPE-B 
























Coated surface Liquid amount* 
Tank Vane 
1 A Water ✔ ✔ ✔ 32% 
2 B Water ✔ ✔ ✔ 32% 
3 B Water  ✔ ✔ 32% 
4 A Water  ✔ ✔ 16% 
* Volume ratio of tank volume 
 












(a) Vane type: A, Coated both on tank wall and vane surface (Exp. No. 1)
  
1G G 
(b) Vane type: B, Coated both on tank wall and vane surface (Exp. No. 2) 
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